
インフルエンザ（流行性感冒）は、インフルエンザ
ウイルスによって引き起こされる急性の呼吸器感染症
です。風邪とよく似た症状を示しますが、より急激に
発症し、重症化する可能性があるため注意が必要です。
インフルエンザは毎年冬季に流行することが多く、た
くさんの人が感染することから、社会的にも大きな影
響を及ぼします。
インフルエンザウイルスは主に「A型」「B型」に

分類されます。
まつ

感染経路は主に飛沫感染と接触感染です。ウイルス
せき

を含んだ咳・くしゃみのしぶきが空気中に飛び、それ
を吸い込むことで感染するほか、ウイルスが付着した
手で、口や鼻に触れることで体内に侵入します。
インフルエンザウイルスの潜伏期間は1～4日程度

けん

で、発症すると高熱、頭痛、筋肉痛、関節痛、倦怠感
などの全身症状に加え、喉の痛みや咳、鼻水といった
呼吸器症状が現れます。特に38℃以上の高熱が突然
出ることが特徴的です。
一般的には1週間ほどで回復しますが、高齢者や乳
幼児、基礎疾患のある人は重症化しやすく、肺炎や脳
症などの合併症を起こすことがあります。毎年、イン
フルエンザによって多くの入院者や死亡者が出ること
から、予防と早期治療が非常に重要です。
予防の基本は「ワクチン接種」と「日常的な感染対
策」です。ワクチンは毎年その年に流行が予想される
ウイルス株に基づいて作られており、感染を完全に防
ぐことはできませんが、感染率を下げたり、重症化を
抑えたりする効果があります。特に高齢者や医療従事
者、乳幼児などは毎年の接種が推奨されます。
ワクチンは効果が現れるまで接種後2週間ほどかか

り、約5か月間持続します。インフルエンザの流行は
12～3月頃が中心となるため、それに備えるため早
めに接種するようにしましょう。
日常生活における予防策としては、手洗い・うがい、

マスクの着用、咳エチケットの徹底、室内の換気、十
分な睡眠と栄養の確保などが重要です。また、人混み
を避ける、体調が悪いときは無理をせず自宅で休むと
いった行動も、感染の拡大を防ぐうえで効果的です。
もしインフルエンザにかかってしまった場合は、で

きるだけ早く医療機関を受診するようにしましょう。
治療は、抗インフルエンザ薬（タミフル、ゾフルーザ、
イナビル、リレンザなど）を発症早期に使用すること
で、症状の緩和や回復期間の短縮が期待できます。医
師の指示に従って適切に使用してください。
治療中は、安静を保ち、十分な水分と栄養を摂るこ

とが大切です。また、他人への感染を防ぐために外出
を控え、職場や学校には医師の指示に従って復帰する
ようにしましょう。学校保健安全法では、発症後5日
を経過し、かつ解熱後2日（幼児は3日）を経過する
まで登校（登園）できないと定められています。
インフルエンザは、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）と症状が似ているため、自己判断が
難しい場合があります。発熱や体調不良があるときは、
医療機関に相談し、必要に応じて検査を受けることが
勧められます。
インフルエンザは正しい知識と予防行動によって、

重症化や流行を抑えることが可能です。個人の予防意
識が、社会全体の健康を守ることにつながります。

日曜・休日に実施している医療機関
月日 場所 施 設 名 科 目 電話（048） 場所 施 設 名 科 目 電話（048）
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5 朝霞 朝霞台クリニック 内 472-1288 新座 牧田産婦人科医院 産婦 478-1151

12 新座 海江田医院 内、小、
脳神内 042-491-6262 和光 和光駅前皮フ科 皮、アレ、

美容皮膚科 450-1102

13 新座 志木南口クリニック
内、外、小、
消外、整外、
肛、リハ

485-6788 志木 たなか整形外科ク
リニック

整外、リウ、
リハ、麻 486-1010

19 志木 西川医院 内 471-0074 新座 いのうえ
アイクリニック 眼 479-1313

26 和光 さいたま胃腸内視鏡と肝臓
のクリニック和光市駅前院

消内、胃内、
内、肝内 423-4191 新座 玲子内科クリニック 内、消内 042-421-8800

日曜日、祝日に
開局している
薬局
下のコードから
確認できます。

インフルエンザわたくしたちの健康
す ぎ た まさおき

朝霞地区医師会 杉田 正興
☎464-4666

午前10時～午後4時

※当番医は変更になる場合があります。確認してからお出かけください。
救急医療のお問い合わせ
●埼玉県南西部消防局 ☎460-0123 ●埼玉県救急電話相談 ♯7119（全国共通ダイヤル）または☎048-824-4199（ダイヤル回線、ＩＰ電話）
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